
8400

20 桁長 9960 20

橋長 10000

200 支間長 9560 200

1560 8400

500 8200 500

9200

850 3250 3250 850

5050
20

0

50 50
20

0

82
50
50

40 420 1040

95 650 40 650 40 650 40 650 715

44
0
30

0

74
0

40
0
40

90
0

480 100

14
0
60

0

500 8200 500

9200

13
051

0

33
0
51

0

500 8200 500

9200

33
0
51

0

800 1100 400 1450 250 3800 250 1150 800

13
020

20
0

33
020

13
0
59

2

33
0
59

2

21
00

アスファルト舗装 t=50mm

コンクリート舗装 t=50mm

均しコンクリート t=0～82mm

2.0％ 2.0％

側面図 Ｓ＝１／５０

断面図

Ｓ＝１／５０下部工

A1橋台 A2橋台

至 伊那富

A1 A2

12×690=8280

至 沢上北

Ｓ＝１／５０下部工

Ｓ＝１／１００橋面 Ｓ＝１／１００橋面

縦断勾配

水平震度 kh=

θ=90ﾟ

支 間 長

幅員構成

主荷重 100％
設計荷重

添架物荷重 －

斜 角

地震係数

設 計 条 件

橋 種

橋 長

橋 格

架 設

桁 長

勾 配
横断勾配：2.0％直線

プレキャストＰＣ床版橋

不明

不明

10.000 m

0.50+8.20+0.50=9.20 m

9.960 m

9.560 m

ひびわれ補修

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

西開橋補修概要図

Ａ１ Ａ２

主桁01

主桁02

主桁03

主桁04

主桁05

主桁06

主桁07

主桁08

主桁09

主桁10

主桁11

主桁12

主桁13

床版01

床版02

床版11

床版10

床版09

床版08

床版07

床版03

床版04

床版05

床版06

床版12

床版13

床版14

9960

1580

10000

伊那富沢上北

92
00

82
00

50
0

50
0

常温型塗膜防水

A1 A2水抜き部

水抜き部

図示西開橋補修概要図

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

町道1号線他

20(※注記6) 20(※注記6)

鋼製ｺﾞﾑｼﾞｮｲﾝﾄ型伸縮装置

L=5000L=5000

L=2630

L=2630L=2630

L=2630

L=
47
30

L=
47
30

L=4730

L=4730

舗装切断 舗装切断
Ｓ＝１／５０

1580

舗装切断 舗装切断

すりつけ舗装 すりつけ舗装

水抜き部

水抜き部

箕輪町 西開橋他3橋

水抜き部

導水パイプ

導水パイプ

導水パイプ

導水パイプ

400 400

400 400

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西開橋補修図その1

プライマーの塗布（床版面）

常温型塗膜防水材の混合

常温型塗膜防水材の塗布

（アスファルト舗設）

誘発目地設置

床版防水

誘発目地へ伸縮材充填

施工完了

施工フロー図

伸縮装置設置完了

伸縮装置

床版防水完了

平 面 図

防水層構成図

塗膜防水層

アスファルト舗装

防水層の端部は舗装厚内立ち上げる。

常温型塗膜防水

保護骨材（硅砂４号）

プライマー（シリコーン系）

※注記

端部処理については別途排水計画に基づき設計した排水資材を選定し

防水層詳細図

その配置を定める事

名 称

常温型塗膜防水材
主 剤：ゴムアスファルト乳剤

常温型塗膜防水材料表＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

kg

材 質

kg

1.50

数 量

0.18

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

保護骨材 珪砂４号 kg 0.77 ﾛｽ10％含む

１ 当たり

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

m 2

床版断面修正

既設目地撤去

床版・遊間部の清掃

（舗装切削）

計算式名称 単位 数量

埋設型伸縮装置 ｍ

常温型塗膜防水 ㎡

9960

1580 8400

10000

伊那富沢上北

92
00

82
00

50
0

50
0

常温型塗膜防水（CAD計測）

A1 A2

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

1/50西開橋補修図その1

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

水抜き部

水抜き部

L＝8.2+8.2＝16.40 m

コンクリートアンカー設置

既設桁・橋台のはつり

伸縮装置本体設置

コンクリート打設

バックアップ材の挿入

プライマーの塗布

350400
20

20(※注記6)

9260

20(※注記6)

300300

350 400
20

水抜き部

水抜き部

A＝75.93㎡

鋼製ｺﾞﾑｼﾞｮｲﾝﾄ型伸縮装置

16.40

75.93

導水パイプ L=9.46m

導水パイプ L=9.46m

導水パイプ L=8.20m

箕輪町 西開橋他3橋

導水パイプ L=8.2m

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西開橋補修図その2

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

図示

西開橋補修図その2

@200

25

20

エポキシ樹脂注入材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂シール材

ひびわれ

注入口

注入器（ゴム圧入式）

取付パイプ

エポキシ樹脂シール材

ひびわれ注入工詳細図 Ｓ＝１／４
(ひびわれ幅0.5mm未満)

Ｓ＝１／４

可とう性エポキシ樹脂充填

Uカット(20×25)

ひびわれ充填工詳細図
(ひびわれ幅0.5mm以上)

ひびわれ

33
0

9200

ひびわれ注入工a) ひびわれ注入工 ひびわれ注入工b) d)ひびわれ注入工c)

Ａ１橋台

主桁13 主桁12 主桁11 主桁10 主桁09 主桁08 主桁07 主桁06 主桁05 主桁04 主桁03 主桁02 主桁01

Ｓ＝１／５０

上流側 下流側

Ａ２橋台

主桁13主桁12主桁11主桁10主桁09主桁08主桁07主桁06主桁05主桁04主桁03主桁02主桁01

Ｓ＝１／５０

下流側 上流側

0.20.3
L=3.4m L=0.8mL=0.4m

0.3 0.4
L=2.1m

注記) １．補修対象は0.2mm以上のひびわれとする。

２．ひびわれ幅0.5mm未満はひびわれ注入工､ひびわれ幅0.5mm以上は

ひびわれ充填工とする。

３．施工に際しては､ひびわれ幅､ひびわれ長さを実測の上､計上のこと。

４．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

番号 ひびわれ注入工ひびわれ充填工

合計

番号

ひびわれ長さ(m)

ひびわれ集計表

a

b

c

d

0.4

2.1

3.4

0.8

6.7

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西開橋 伸縮装置図

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

1/50伸縮装置図

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

41004100500 500

9200

S=1:100配置図

至 沢上北 至 伊那富

A1 A2

20桁長996020

橋長10000

ブロフジョイントCDs型-20用

車道用(耐グレーダー用・二次止水付)

18 5 49 250250

80 80 150150

350

桁 側橋台側

10
0

12
0

シール材

～

25

超速硬コンクリート

現場溶接

12
0

型

枠

材

通し筋 D13

コンクリートアンカ－ D16用

20

ガイド板

S=1:5伸縮装置断面図

(耐グレーダー用・二次止水)

ブロフジョイントCDs型-20用

止水ゴム

ステンレスニップル

S=1:50平面図

4@1500=6000 11001100

90°
0′

0″

名 称 材 質 合計数量 備 考

超速硬コンクリート m3

伸 縮 継 手 材 料 表

A1数量 A2数量

1.476 m3

ブロフジョイントCDs型-20用 m
SS400 合成ゴム

8.200

0.738

車道用(耐グレーダー用、二次止水付)mSD345 弾性シール材 16.400

コンクリートアンカー D16 本 304 本152 本152

m8.200

m30.738

※現地実測のうえ、寸法決定を行うこと。

シール材 シリコン系 0.400.20 リッター リッター

橋台側

桁側

シール材シール材

S=1:50断面図

8200

S=1:2シール材充填図

プライマー塗布

バックアップ材

シール材

10

20

50
0

82
00

50
0

92
00

シール材シール材

0.20 リッター

400

既設橋壁 300

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西開橋足場図

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

図示

西開橋足場図

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

20 9960 20

10000

200 9560 200

1560 8400

50
0

82
00

50
0

92
00

500 8200 500

9200

850 3250 3250 850

480 100

3800

21
00

1100

35
0

1100

10200

10
20

0

筋交い

足場板

足場

根がらみ

布

腕木

敷板

建地

養生シート 足場板

A2A1

伊那富沢上北

断面図 Ｓ＝１／５０Ｓ＝１／５０側面図

平面図 Ｓ＝１／５０

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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9
2
0
0

50
0

50
0

82
00

500 8200 500

西天幹線水路

至 沢上北 至 伊那富

作業帯 断面図 Ｓ＝１／５０

片側交互通行規制

平面図 S=1/50

※上り線・下り線を交互に施工

矢印板 誘導員 工事看板 回転灯サイン
ライト

カラー
コーン 信号機

道路
工事中

凡例

作業帯

通行帯

道路
工事中

道路
工事中

スラブドレン設置・床版上面修正・伸縮装置取替え

床版防水層設置

舗装敷設

スラブドレン設置・床版上面修正・伸縮装置取替え

床版防水層設置

舗装敷設

舗装撤去

舗装撤去

片側交互通行

（下り線）

（上り線）

片側交互通行

仮設単管足場 設置

橋面作業

施工順序（案）

仮設吊足場 撤去

概略工程表（案）

5 10 15 20 25 30 35 40

舗装切削･撤去

伸縮装置取替

床版上面修正

ドレンパイプ設置橋面

工 種

床版防水

舗装敷設

(悪天候時の休工は除く)

下り線 上り線

作業帯 通行帯

橋台 ひびわれ補修

下面作業

片付け

下面

仮設単管足場設置

橋台 ひびわれ補修

準備工

仮設単管足場撤去

注）1.施工中は西天水路道路は通行止めにする。

２.通行止めの範囲は別図の標識配置図を参照すること

３.通行止め区間内に農道とマンション出入り口道路などがあるためまわり道看板を適宜設置すること。

西開橋 施工計画図（参考図）

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

箕輪町 西開橋他6橋(西開橋)

町道1号線他

1/50施工計画図

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

6/21
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令
和

○
年

○
月

○
日

頃
か

ら

令
和

〇
年

○
月

○
日

頃
ま

で

○
○

○
○

○
○

点
検

の
た

め

ご
理

解
と

ご
協

力
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

発注者

施工者

長 野 県 ○ ○ 建 設 事 務 所

○○-○○○○-○○○○電話
株 式 会 社 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○-○○○○-○○○○電話

○○：○○

○○：○○

～

発注者

施工者

長 野 県 ○ ○ 建 設 事 務 所

○○-○○○○-○○○○電話
株 式 会 社 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○-○○○○-○○○○電話

令
和

○
年

○
月

○
日

頃
か

ら

令
和

〇
年

○
月

○
日

頃
ま

で

○
○

○
○

○
○

点
検

の
た

め

ご
理

解
と

ご
協

力
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

発注者

施工者

長 野 県 ○ ○ 建 設 事 務 所

○○-○○○○-○○○○電話
株 式 会 社 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○-○○○○-○○○○電話

○○：○○

○○：○○

～

発注者

施工者

長 野 県 ○ ○ 建 設 事 務 所

○○-○○○○-○○○○電話
株 式 会 社 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○-○○○○-○○○○電話

通
行
止

通
行
止

片
側

交
互

通
行

片
側

交
互

通
行

橋長 10000 50005400

規制長約20000

4100 4100



番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天4号橋補修概要図

主桁01

主桁02

主桁03

主桁04

主桁05

主桁06

主桁07

主桁08

主桁09

主桁10

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

床版06

床版07

床版08

床版09

床版10

床版11

Ａ１ Ａ２

橋面

桁下

Ｓ＝１／５０

Ｓ＝１／５０

400 6000 400

6800

26
0
26

0

52
0

6020
0

4560

325 9×670=6030 325

80
0

25
0

650 20 650 20

Ｓ＝１／５０断面図

均しコンクリート t=0～45mm

コンクリート舗装 t=60mm

1.5％ 1.5％

30 桁長 7300 30

橋長 7360

200 支間長 6900 200

480 5900 920

800 1410 250 3800 250
50

800

37
030

37
030

21
00

A1 A2

側面図 Ｓ＝１／５０

至 伊那富至 沢上

37
0
39

5

37
0
35

0 37
0
39

5

37
0
35

0

400 6000 400

6800

400 6000 400

6800

A2橋台

Ｓ＝１／５０下部工

A1橋台

Ｓ＝１／５０下部工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工
保護層形成型含浸材塗布断面修復

縦断勾配

水平震度 kh=

θ=90ﾟ

支 間 長

幅員構成

主荷重 100％
設計荷重

添架物荷重 －

斜 角

地震係数

設 計 条 件

橋 種

橋 長

橋 格

架 設

桁 長

勾 配

プレキャストＰＣ床版橋

不明

不明

7.360 m

7.300 m

6.900 m

0.40+6.00+0.40=6.80 m

横断勾配：1.5％直線

保護層形成型含浸材塗布

(※注記5.)

200

(※注記5.)

200

7300

5900 950510

7360

68
00

60
00

40
0

40
0

埋設型伸縮装置

誘発目地（舗装後） 常温型塗膜防水

伊那富

沢上

A2A1

断面修復

断面修復

西天4号橋補修概要図 図示

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

導水パイプ

導水パイプ

水抜き部 水抜き部

水抜き部

水抜き部

250250

30(※注記6) 30(※注記6)

舗装切断 舗装切断

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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導水テープ

導水テープ



46.73

バックアップ材の挿入

プライマーの塗布

伸縮材の混合

伸縮材の

目地充填・床版面塗布

伸縮分散シートの貼り付け

プライマーの塗布（床版面）

常温型塗膜防水材の混合

常温型塗膜防水材の塗布

（アスファルト舗設）

誘発目地設置

床版防水

誘発目地へ伸縮材充填

施工完了

施工フロー図

伸縮装置設置完了

伸縮装置

床版防水完了

平 面 図

伸縮装置及び床版防水の一体化工法詳細図

防水層構成図

塗膜防水層

アスファルト舗装

防水層の端部は舗装厚内立ち上げる。

常温型塗膜防水

保護骨材（硅砂４号）

プライマー（シリコーン系）

※注記

端部処理については別途排水計画に基づき設計した排水資材を選定し

防水層詳細図

その配置を定める事

伸縮装置断面図

一体化

伸縮追従性
±10mm繰り返しで剥離・破損がないこと

6000回

15回

遊間部止水層が床版防水層と一体化した伸縮装置として機能すること

±4mm繰り返しで剥離・破損がないこと

3.伸縮剤は、現場条件への対応性が良好なことから、ウレタン系ゴムアスファルト乳剤を選定している

※注記

1.伸縮装置設置工の数量は、調査結果を元に算出している。施工に際しては現場状況に合わせて適宜変更のこと

2.伸縮性及び止水性を有する処理を目的とするため、伸縮性を確認できる材料を選定のこと

下記に参考仕様を示す

4.伸縮剤との一体化のため、橋面防水工の材料にはウレタン系ゴムアスファルト乳剤を必ず使用すること

名 称

伸縮材

伸縮材（誘発目地） 同 上

主 剤：ゴムアスファルト乳剤

伸縮装置材料表 ＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

アスファルトメッシュシート伸縮分散シート

汎用ウレタンフォームバックアップ材

kg

材 質

kg

kg

m

m

1.00

数 量

0.06

0.045

1.10

0.55

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

ﾛｽ20％含む

ﾛｽ10％含む

ﾛｽ10％含む

※伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

名 称

常温型塗膜防水材
主 剤：ゴムアスファルト乳剤

常温型塗膜防水材料表＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

kg

材 質

kg

1.50

数 量

0.18

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

保護骨材 珪砂４号 kg 0.77 ﾛｽ10％含む

１ 当たり

１ 当たり

5.設置面（W＝200）の高さは、同レベルで不陸がない状態まで断面修正（レベル調整）されていること

6.既設遊間幅が適用範囲外の場合は、適用範囲まで遊間幅を調整すること ※適用範囲：10～20㎜

切削後に伸縮材充填
誘発目地 幅3㎜×深さ20㎜程度

パラペット

アスファルト舗装

20

150

(※注記5.)

200

※バックアップ材は適宜切断して使用する（1本2mが4m相当）

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

m 2

m

7.床版断面修正の適用範囲はｗ200,ｔ=30㎜までとする

床版断面修正

既設目地撤去

床版・遊間部の清掃

（舗装切削）

常温型塗膜防水

床版

プライマー

伸縮材

バックアップ材

保護骨材（硅砂4号）伸縮分散シート

床版断面修正

20

計算式名称 単位 数量

埋設型伸縮装置 ｍ

常温型塗膜防水 ㎡

(※注記5.)

200

(※注記5.)

200

7300

5900 950510

7360

68
00

60
00

40
0

40
0

埋設型伸縮装置

誘発目地（舗装後） 常温型塗膜防水（CAD計測）

伊那富沢上

A2A1

30(※注記6)30(※注記6)

西天4号橋補修図その1

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天4号橋補修図その1 1/50

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

水抜き部 水抜き部

水抜き部

水抜き部

6.00+6.00

L＝6.00×2＝12.00 m

L＝6.00×2＝12.00 m

250 250

A＝47.16㎡

導水パイプ L=7.64m
舗装切断 舗装切断

舗装切断 舗装切断

5900 950 250250 510

導水パイプ L=7.64m

導水テープ L=6.00m

導水テープ

箕輪町 西開橋他3橋
12.00

L=6.00+0.4+0.4=6.8m

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西天4号橋補修図その2 図示

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天4号橋補修図その2

約
10

約
10

Ｓ＝１／４

カッター切削カッター切削

鉄筋

断面修復詳細図

（鉄筋周囲）
断面修復材（左官仕上げ）

（ポリマーセメントモルタル）

チッピング

防錆剤塗布

支柱基部補修図

当て板(1-FB 65×4.5×80)

190 4×1400=5600 190

5980

100

80
0

21
5

75
5
45

φ
35

φ
13

100

6×905=5430

5900

① 断面修復(0.45×0.15×0.05) 断面修復(1.0×0.25×0.1)② 断面修復(0.15×0.35×0.2)⑤

断面修復(0.85×0.15×0.05)③ ④ 断面修復(0.75×0.15×0.05)

⑥ 断面修復(0.3×0.15×0.2)

⑧ 断面修復(0.6×0.15×0.2)

⑨ 断面修復(0.25×0.25×0.25)

⑦ 断面修復(0.7×0.15×0.2)

断面修復集計表

番号 体積(m3)厚さ(m)面積(m2)箇所数高さ(m)幅(m)

1

1

0.45 0.15 0.068 0.05 0.0034

1.00 0.25 0.0030

合計

1

2

1

1

0.15 0.05

1

1

1

1

0.15

1

3

4

5

6

7

8

9

0.85

0.75

0.15

0.30

0.70

0.60

0.25

0.15

0.35

0.15

0.15

0.25

0.128

0.113

0.053

0.045

0.105

0.090

0.063

0.05

0.20

0.20

0.20

0.20

0.25

0.0064

0.0057

0.0090

0.0106

0.0210

0.0180

0.0158

主桁01

主桁02

主桁03

主桁04

主桁05

主桁06

主桁07

主桁08

主桁09

主桁10

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

床版06

床版07

床版08

床版09

床版10

床版11

Ａ１ Ａ２

橋面

桁下

Ｓ＝１／５０

Ｓ＝１／５０

50×50

注記) 1．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

箕輪町 西開橋他3橋

0.250 0.10

0.915 0.1149

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西天4号橋足場図 図示

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天4号橋足場図

400 6000 400

6800

26
0
26

0

52
0

6020
0

456080
0

25
0

30 7300 30

7360

200 6900 200

480 5900 920

40
0

60
00

40
0

68
00

7800

1100

78
00

1100

21
00

40
0

伊那富沢上

A1 A2

側面図 Ｓ＝１／５０

Ｓ＝１／５０平面図

Ｓ＝１／５０断面図

均しコンクリート t=0～45mm

コンクリート舗装 t=60mm

1.5％ 1.5％

水道管

水道管

足場板養生シート

建地

敷板

足場板

筋交い

足場

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西天4号橋補修図その3 図示

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

(保護層形成型)
コンクリート表面保護詳細図

コンクリート面(下地処理、浸透防水材塗布)

保護層(ケイ酸ナトリウム系表面含浸材)

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天4号橋補修図その3

@200

25

20

約
10

約
10

防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

カッター切削 カッター切削

Ｓ＝１／４

ひびわれ

(ひびわれ幅0.5mm以上)

ひびわれ充填工詳細図

Uカット(20×25)

可とう性エポキシ樹脂充填

Ｓ＝１／４

(ひびわれ幅0.5mm未満)
Ｓ＝１／４ひびわれ注入工詳細図

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ

エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

37
0

6800

ひびわれ集計表

ひびわれ長さ(m)

番号

合計

ひびわれ充填工ひびわれ注入工番号

上流側下流側

Ｓ＝１／５０Ａ２橋台

主桁10主桁09主桁08主桁07主桁06主桁05主桁04主桁03主桁02主桁01

注記) １．補修対象は0.2mm以上のひびわれとする。

２．ひびわれ幅0.5mm未満はひびわれ注入工､ひびわれ幅0.5mm以上は

ひびわれ充填工とする。

３．施工に際しては､ひびわれ幅､ひびわれ長さを実測の上､計上のこと。

４．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

Ｓ＝１／５０Ａ１橋台

下流側上流側
0.12582.516

0.12582.5160.376.801 0.051

合計

幅(m) 高さ(m) 箇所数 面積(m2) 厚さ(m) 体積(m3)番号

断面修復集計表

保護層形成型含浸材塗布 保護層形成型含浸材塗布 保護層形成型含浸材塗布断面修復(6.8×0.37×0.05)①

0.15

L=1.3m L=3.0m

0.15

主桁10 主桁09 主桁08 主桁07 主桁06 主桁05 主桁04 主桁03 主桁02 主桁01

L=1.2m

0.15

ひびわれ注入工a)

ひびわれ注入工b)

ひびわれ注入工c)

a

b

c

1.2

1.3

3.0

5.5

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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水抜き部

Ｓ＝１／５０橋面

Ｓ＝１／５０

Ａ２Ａ１

１１
床版20

床版19

床版18

床版17

床版16

床版15

床版14

床版13

床版12

床版11

床版10

床版09

床版08

床版07

床版06

床版05

床版04

床版03

床版01

主桁19

主桁18

主桁17

主桁16

主桁15

主桁14

主桁13

主桁12

主桁11

主桁10

主桁09

主桁08

主桁07

主桁06

主桁05

主桁04

主桁03

主桁02

主桁01 床版02

桁下

300 6100 300

6700

4660

63
5

90
0

70 26
530

0

6020
0

220160 18×330=5940 160
220320

10
320
10

500 5100 500

Ｓ＝１／５０断面図

コンクリート舗装 t=60mm

1.5％ 1.5％

均しコンクリート t=0～46mm

20
045

5 20
0
50

1

300 6100 300

6700

20
045

5 20
0
50

1

300 6100 300

6700

Ｓ＝１／５０下部工
A1橋台 A2橋台

Ｓ＝１／５０下部工

縦断勾配

水平震度 kh=

θ=90ﾟ

支 間 長

幅員構成

主荷重 100％
設計荷重

添架物荷重 －

斜 角

地震係数

設 計 条 件

橋 種

橋 長

橋 格

架 設

桁 長

勾 配

プレキャストＰＣ床版橋

不明

不明

7.360 m

7.300 m

6.900 m

横断勾配：1.5％直線

0.30+6.10+0.30=6.70 m

断面修復

断面修復

断面修復

断面修復

断面修復

断面修復

断面修復断面修復

断面修復

ひびわれ注入工
ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

30 桁長 7300 30

橋長 7360

200 支間長 6900 200

1170 5000 1130

804 1428 251 3821 251 804

20
020

20
020

21
00

Ｓ＝１／５０

A1 A2

至 大出 至 山口

A1 A2

埋設型伸縮装置

誘発目地（舗装後）

常温型塗膜防水

大出 山口

(※
注

記
6.

)

6736

(※注記5.)

200 (※注記5.)

200

7360

30(※注記6.)730030(※注記6.)

50001200

84
°

67
00

30
0

61
00

30
0

導水パイプ

導水パイプ

水抜き部

水抜き部

水抜き部

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天8号橋補修概要図

図示西天8号橋補修概要図

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

6133

1160251

舗装切断 舗装切断

箕輪町 西開橋他3橋

導水テープ

導水テープ

側面図

251

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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バックアップ材の挿入

プライマーの塗布

伸縮材の混合

伸縮材の

目地充填・床版面塗布

伸縮分散シートの貼り付け

プライマーの塗布（床版面）

常温型塗膜防水材の混合

常温型塗膜防水材の塗布

（アスファルト舗設）

誘発目地設置

床版防水

誘発目地へ伸縮材充填

施工完了

施工フロー図

伸縮装置設置完了

伸縮装置

床版防水完了

平 面 図

伸縮装置及び床版防水の一体化工法詳細図

防水層構成図

塗膜防水層

アスファルト舗装

防水層の端部は舗装厚内立ち上げる。

常温型塗膜防水

保護骨材（硅砂４号）

プライマー（シリコーン系）

※注記

端部処理については別途排水計画に基づき設計した排水資材を選定し

防水層詳細図

その配置を定める事

伸縮装置断面図

一体化

伸縮追従性
±10mm繰り返しで剥離・破損がないこと

6000回

15回

遊間部止水層が床版防水層と一体化した伸縮装置として機能すること

±4mm繰り返しで剥離・破損がないこと

3.伸縮剤は、現場条件への対応性が良好なことから、ウレタン系ゴムアスファルト乳剤を選定している

※注記

1.伸縮装置設置工の数量は、調査結果を元に算出している。施工に際しては現場状況に合わせて適宜変更のこと

2.伸縮性及び止水性を有する処理を目的とするため、伸縮性を確認できる材料を選定のこと

下記に参考仕様を示す

4.伸縮剤との一体化のため、橋面防水工の材料にはウレタン系ゴムアスファルト乳剤を必ず使用すること

名 称

伸縮材

伸縮材（誘発目地） 同 上

主 剤：ゴムアスファルト乳剤

伸縮装置材料表 ＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

アスファルトメッシュシート伸縮分散シート

汎用ウレタンフォームバックアップ材

kg

材 質

kg

kg

m

m

1.00

数 量

0.06

0.045

1.10

0.55

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

ﾛｽ20％含む

ﾛｽ10％含む

ﾛｽ10％含む

※伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

名 称

常温型塗膜防水材
主 剤：ゴムアスファルト乳剤

常温型塗膜防水材料表＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

kg

材 質

kg

1.50

数 量

0.18

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

保護骨材 珪砂４号 kg 0.77 ﾛｽ10％含む

１ 当たり

１ 当たり

5.設置面（W＝200）の高さは、同レベルで不陸がない状態まで断面修正（レベル調整）されていること

6.既設遊間幅が適用範囲外の場合は、適用範囲まで遊間幅を調整すること ※適用範囲：10～20㎜

切削後に伸縮材充填
誘発目地 幅3㎜×深さ20㎜程度

パラペット

アスファルト舗装

20

150

(※注記5.)

200

※バックアップ材は適宜切断して使用する（1本2mが4m相当）

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

m 2

m

7.床版断面修正の適用範囲はｗ200,ｔ=30㎜までとする

床版断面修正

既設目地撤去

床版・遊間部の清掃

（舗装切削）

常温型塗膜防水

床版

プライマー

伸縮材

バックアップ材

保護骨材（硅砂4号）伸縮分散シート

床版断面修正

20

A1 A2

埋設型伸縮装置（CAD計測）

誘発目地（舗装後）

大出 山口

計算式名称 単位 数量

埋設型伸縮装置 ｍ

常温型塗膜防水

(※
注

記
6.

)

6736

(※注記5.)

200 (※注記5.)

200

7360

7300

50001200

84
°

67
00

30
0

61
00

30
0

西天8号橋補修図その1

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

1/50西天8号橋補修図その1

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

導水パイプ L=7.44m

導水パイプ L=7.44m

水抜き部

水抜き部

水抜き部

水抜き部

251 2511160

30(※注記6.)30(※注記6.)

舗装切断 舗装切断

6133

116050001200251 251

舗装切断 舗装切断

L＝6.133×2＝12.266 m

L＝6.133×2＝12.266 m

A＝47.96 ㎡

常温型塗膜防水（CAD計測）

12.266

㎡ 47.96

導水テープ

治郎丸 啓

箕輪町 西開橋他3橋

L=6.13+0.4+0.4=6.93m

導水テープ L=6.13m

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事

13/21



西天8号橋補修図その2

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天8号橋補修図その2

図示

約
10

約
10

Ｓ＝１／４

カッター切削カッター切削

鉄筋

断面修復詳細図

（鉄筋周囲）
断面修復材（左官仕上げ）

（ポリマーセメントモルタル）

チッピング

防錆剤塗布

① 断面修復(0.2×0.1×0.03)

断面修復集計表

番号 体積(m3)厚さ(m)面積(m2)箇所数高さ(m)幅(m)

1

合計

1 0.20 0.10 0.020 0.03 0.0006

0.00060.020

Ａ１

Ｓ＝１／５０橋面

Ｓ＝１／５０

Ａ２Ａ１

１１

１－１

床版20

床版19

床版18

床版17

床版16

床版15

床版14

床版13

床版12

床版11

床版10

床版09

床版08

床版07

床版06

床版05

床版04

床版03

床版01

主桁19

主桁18

主桁17

主桁16

主桁15

主桁14

主桁13

主桁12

主桁11

主桁10

主桁09

主桁08

主桁07

主桁06

主桁05

主桁04

主桁03

主桁02

主桁01 床版02

桁下

Ａ２

１－１１－１

１ １

注記) 1．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西天8号橋補修図その3

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

図示

約
10

約
10

@200

25

20

防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

カッター切削 カッター切削

Ｓ＝１／４

ひびわれ

(ひびわれ幅0.5mm以上)

ひびわれ充填工詳細図

Uカット(20×25)

可とう性エポキシ樹脂充填

Ｓ＝１／４

(ひびわれ幅0.5mm未満)
Ｓ＝１／４ひびわれ注入工詳細図

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

注入器（ゴム圧入式）

注入口

ひびわれ

エポキシ樹脂シール材

注入器（ゴム圧入式）

エポキシ樹脂注入材

ひびわれ集計表

ひびわれ長さ(m)

番号

合計

ひびわれ充填工ひびわれ注入工番号

主桁01主桁03主桁05
主桁02主桁04主桁06

主桁07
主桁08

主桁09
主桁10

主桁11
主桁12

主桁13
主桁14

主桁15
主桁16

主桁17
主桁18

主桁19

主桁01 主桁03 主桁05
主桁02 主桁04 主桁06

主桁07
主桁08

主桁09
主桁10

主桁11
主桁12

主桁13
主桁14

主桁15
主桁16

主桁17
主桁18

主桁19

下流側上流側

Ａ１橋台

Ａ２橋台

下流側 上流側

Ｓ＝１／５０

Ｓ＝１／５０

注記) １．補修対象は0.2mm以上のひびわれとする。

２．ひびわれ幅0.5mm未満はひびわれ注入工､ひびわれ幅0.5mm以上は

ひびわれ充填工とする。

３．施工に際しては､ひびわれ幅､ひびわれ長さを実測の上､計上のこと。

４．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

0.550 0.0110

0.0006

0.0015

0.0044

0.0003

0.0006

0.0004

0.030

0.075

0.220

0.015

0.030

0.020

0.30

0.05

0.10

0.10

0.15

0.25

1.10

0.30

0.30

0.20

8

7

6

5

4

3

2

10.20 0.02

1 0.02

10.20 0.02

1 0.02

1 0.02

10.40 0.20 0.080 0.02 0.0016

1 0.02

11 0.40 0.20 0.080 0.02 0.0016

合計

幅(m) 高さ(m) 箇所数 面積(m2) 厚さ(m) 体積(m3)番号

断面修復集計表

断面修復(0.15×0.2×0.02)⑧

断面修復(0.25×0.3×0.02)⑦

断面修復(1.1×0.2×0.02)⑥

断面修復(0.3×0.05×0.02)⑤

断面修復(0.3×0.1×0.02)④

断面修復(0.4×0.2×0.02)③断面修復(0.4×0.2×0.02)①

② 断面修復(0.2×0.1×0.02)

0.1
L=0.2

0.1 L=0.2

0.1

L=0.2ひびわれ注入工a)
ひびわれ注入工b)

ひびわれ注入工c)

a

b

c

0.2

0.2

0.2

0.6

西天8号橋補修図その3

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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西天8号橋足場図

箕輪町役場 建設課

赤羽 千男

治郎丸 啓

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

(株)エース
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道1号線他

西天8号橋足場図

図示

67
00

30
0

61
00

30
0

30
0

26
5

70

63
5

6700

3006100300

20
20

0 20
20

0

84
ﾟ

800250
3800

2501420800

113050001170

2006900200

7360

30730030

7700

77
00

1100

1100

21
00

22
0

断面図 Ｓ＝１／５０

平面図 Ｓ＝１／５０

山口大出

A2A1

Ｓ＝１／５０側面図

足場板

筋交い

足場板養生シート

建地

敷板

足場

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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800

西天10号橋補修概要図

箕輪町 西開橋他6橋(西天10号橋)

町道1号線他

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者
(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

設計照査課長所長

縮尺番号

3800

断面修復

橋面 Ｓ＝１／５０

主桁01

主桁02

主桁03

主桁04

主桁05

主桁06

主桁07

主桁08

主桁09

主桁10

主桁11

主桁12

主桁13

主桁14

主桁15

主桁16

主桁17

主桁18

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

床版06

床版07

床版08

床版09

床版10

床版11

床版12

床版13

床版14

床版15

床版16

床版17

床版18

床版19

Ａ１ Ａ２

桁下 Ｓ＝１／５０

300 5550 300

6150

42505020
0

50 30
025

0

60
0

95
0

228 5695 228

6150

68
320
15
320
15

コンクリート舗装 t=50mm

均しコンクリート t=0～42mm

1.5％1.5％

断面図 Ｓ＝１／５０

30 桁長 7300 30

橋長 7360

200 支間長 6900 200

770 6200 330

800 610 250 3800 250 850 800

21
00

22
020

22
020

Ｓ＝１／５０側面図

至 県道88号線 至 八乙女

300 5550 300

6150

300 5550 300

6150

22
046

2

22
042

0 22
046

2

22
042

0

A1橋台

下部工 Ｓ＝１／５０

A2橋台

下部工 Ｓ＝１／５０

0.30+5.55+0.30=6.15 m

横断勾配：1.5％直線

6.900 m

7.300 m

7.360 m

不明

不明

プレキャストＰＣ床版橋

勾 配

桁 長

架 設

橋 格

橋 長

橋 種

設 計 条 件

地震係数

斜 角

添架物荷重 －
設計荷重

主荷重 100％

幅員構成

支 間 長

θ=90ﾟ

水平震度 kh=

縦断勾配

①

断面修復

(※注記5.)

200

(※注記5.)

200

常温型塗膜防水
埋設型伸縮装置・縦目地

61
50

30
0

30
0

55
50

A1 A2

八乙女県道88号線

8506200

7300 30(※注記6.）30(※注記6.）

7360

埋設型伸縮装置

誘発目地（舗装後）

導水パイプ

導水パイプ

図示

治郎丸 啓

赤羽 千男

箕輪町役場 建設課

西天10号橋補修概要図

水抜き部

水抜き部

水抜き部 水抜き部

310250

舗装切断 舗装切断
250

360 250

舗装切断 舗装切断

250

導水テープ
導水テープ

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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200

バックアップ材の挿入

プライマーの塗布

伸縮材の混合

伸縮材の

目地充填・床版面塗布

伸縮分散シートの貼り付け

プライマーの塗布（床版面）

常温型塗膜防水材の混合

常温型塗膜防水材の塗布

（アスファルト舗設）

誘発目地設置

床版防水

誘発目地へ伸縮材充填

施工完了

施工フロー図

伸縮装置設置完了

伸縮装置

床版防水完了

平 面 図

伸縮装置及び床版防水の一体化工法詳細図

防水層構成図

塗膜防水層

アスファルト舗装

防水層の端部は舗装厚内立ち上げる。

常温型塗膜防水

保護骨材（硅砂４号）

プライマー（シリコーン系）

※注記

端部処理については別途排水計画に基づき設計した排水資材を選定し

防水層詳細図

その配置を定める事

伸縮装置断面図

一体化

伸縮追従性
±10mm繰り返しで剥離・破損がないこと

6000回

15回

遊間部止水層が床版防水層と一体化した伸縮装置として機能すること

±4mm繰り返しで剥離・破損がないこと

3.伸縮剤は、現場条件への対応性が良好なことから、ウレタン系ゴムアスファルト乳剤を選定している

※注記

1.伸縮装置設置工の数量は、調査結果を元に算出している。施工に際しては現場状況に合わせて適宜変更のこと

2.伸縮性及び止水性を有する処理を目的とするため、伸縮性を確認できる材料を選定のこと

下記に参考仕様を示す

4.伸縮剤との一体化のため、橋面防水工の材料にはウレタン系ゴムアスファルト乳剤を必ず使用すること

名 称

伸縮材

伸縮材（誘発目地） 同 上

主 剤：ゴムアスファルト乳剤

伸縮装置材料表 ＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

アスファルトメッシュシート伸縮分散シート

汎用ウレタンフォームバックアップ材

kg

材 質

kg

kg

m

m

1.00

数 量

0.06

0.045

1.10

0.55

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

ﾛｽ20％含む

ﾛｽ10％含む

ﾛｽ10％含む

※伸縮材は常温型塗膜防水と一体化する同系材料。

名 称

常温型塗膜防水材
主 剤：ゴムアスファルト乳剤

常温型塗膜防水材料表＜補修＞

硬化剤：ウレタン樹脂化合物

シリコーン系化合物プライマー

kg

材 質

kg

1.50

数 量

0.18

単 位

ﾛｽ25％含む

備 考

ﾛｽ20％含む

※常温型塗膜防水材は伸縮装置と一体化する同系材料。

保護骨材 珪砂４号 kg 0.77 ﾛｽ10％含む

１ 当たり

１ 当たり

5.設置面（W＝200）の高さは、同レベルで不陸がない状態まで断面修正（レベル調整）されていること

6.既設遊間幅が適用範囲外の場合は、適用範囲まで遊間幅を調整すること ※適用範囲：10～20㎜

切削後に伸縮材充填
誘発目地 幅3㎜×深さ20㎜程度

パラペット

アスファルト舗装

20

150

(※注記5.)

200

※バックアップ材は適宜切断して使用する（1本2mが4m相当）

※施工前、各工種とも現地詳細調査を実施し施工寸法及び数量を確定すること。

m 2

m

7.床版断面修正の適用範囲はｗ200,ｔ=30㎜までとする

床版断面修正

既設目地撤去

床版・遊間部の清掃

（舗装切削）

常温型塗膜防水

床版

プライマー

伸縮材

バックアップ材

保護骨材（硅砂4号）伸縮分散シート

床版断面修正

20

計算式名称 単位 数量

埋設型伸縮装置 ｍ

常温型塗膜防水 ㎡

(※注記5.)

200

(※注記5.)

常温型塗膜防水（CAD計測）

61
50

30
0

30
0

55
50

A1 A2

八乙女県道88号線

20
0

6200

7300

7360

800埋設型伸縮装置

誘発目地（舗装後）

西天10号橋補修図その1

導水パイプ L=7.44m

導水パイプ L=7.44m

1/50

町道1号線他

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者
(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

設計照査課長所長

縮尺番号

治郎丸 啓

赤羽 千男

箕輪町役場 建設課

西天10号橋補修図その1

水抜き部

水抜き部 水抜き部

310250 850 250

水抜き部

舗装切断舗装切断

30(※注記6.） 30(※注記6.）

250 360 250

舗装切断 舗装切断

L＝5.55×2＝11.10 m

L＝5.55×2＝11.10 m
A=43.62 ㎡

導水テープ L=5.55m
導水テープ

箕輪町 西開橋他3橋

L=5.55+0.4+0.4=6.35m

5.55+5.55 11.10

43.62

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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治郎丸 啓

赤羽 千男

箕輪町役場 建設課

西天10号橋補修図その2

町道1号線他

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者
(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

設計照査課長所長

縮尺番号

西天10号橋補修図その2

図示

約
10

約
10

Ｓ＝１／４

カッター切削カッター切削

鉄筋

断面修復詳細図

（鉄筋周囲）
断面修復材（左官仕上げ）

（ポリマーセメントモルタル）

チッピング

防錆剤塗布

6200

3800

①

断面修復(0.3×0.1×0.02 n=2)

断面修復(0.2×0.1×0.02) ② 断面修復(0.1×0.1×0.02)

断面修復(0.25×0.1×0.02)

断面修復(0.9×0.3×0.05)

③

④

⑤

⑥ 断面修復(0.1×0.05×0.02)

断面修復集計表

番号 体積(m3)厚さ(m)面積(m2)箇所数高さ(m)幅(m)

1

合計

1 0.20 0.10 0.020 0.02 0.0004

10.10 0.02

0.10 0.02

10.10 0.02

1

1 0.02

2

3

4

5

6

0.10

0.30

0.25

0.90

0.10

0.30

0.05

2 0.060

0.025

0.270

0.005

0.05

0.0012

0.0005

0.0135

0.0001

0.010

0.390

注記) 1．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

橋面 Ｓ＝１／５０

主桁01

主桁02

主桁03

主桁04

主桁05

主桁06

主桁07

主桁08

主桁09

主桁10

主桁11

主桁12

主桁13

主桁14

主桁15

主桁16

主桁17

主桁18

床版01

床版02

床版03

床版04

床版05

床版06

床版07

床版08

床版09

床版10

床版11

床版12

床版13

床版14

床版15

床版16

床版17

床版18

床版19

Ａ１ Ａ２

桁下 Ｓ＝１／５０

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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治郎丸 啓

赤羽 千男

箕輪町役場 建設課

西天10号橋補修図その3

西天10号橋補修図その3

図示

町道1号線他

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者
(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

設計照査課長所長

縮尺番号

約
10

約
10

防錆剤塗布

チッピング

（ポリマーセメントモルタル）
断面修復材（左官仕上げ）

（鉄筋周囲）

断面修復詳細図

鉄筋

カッター切削 カッター切削

Ｓ＝１／４

用水路壁(A2橋台側)

注記) １．補修対象は0.2mm以上のひびわれとする。

２．ひびわれ幅0.5mm未満はひびわれ注入工､ひびわれ幅0.5mm以上は

ひびわれ充填工とする。

３．施工に際しては､ひびわれ幅､ひびわれ長さを実測の上､計上のこと。

４．施工寸法は、現地実測の上決定のこと。

主桁18
主桁17

主桁16
主桁15

主桁14
主桁13

主桁12
主桁11

主桁10
主桁09

主桁08
主桁07

主桁06
主桁05

主桁04
主桁03

主桁02
主桁01

Ｓ＝１／５０

下流側 上流側

主桁18
主桁17

主桁16
主桁15

主桁14
主桁13

主桁12
主桁11

主桁10
主桁09

主桁08
主桁07

主桁06
主桁05

主桁04
主桁03

主桁02
主桁01

用水路壁

Ａ２橋台

Ｓ＝１／５０

下流側上流側

主桁18
主桁17

主桁16
主桁15

主桁14
主桁13

主桁12
主桁11

主桁10
主桁09

主桁08
主桁07

主桁06
主桁05

主桁04
主桁03

主桁02
主桁01

Ａ１橋台

0.05002.500

0.05002.5001.002.50 11 0.02

合計

幅(m) 高さ(m) 箇所数 面積(m2) 厚さ(m) 体積(m3)番号

断面修復集計表

① 断面修復(2.5×1.0×0.02)

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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治郎丸 啓

赤羽 千男

箕輪町役場 建設課

西天10号橋足場図

町道1号線他

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者
(株)エース

調査会社

測量会社

設計会社

設計照査課長所長

縮尺番号

西天10号橋足場図

図示

30 7300 30

7360

200 6900 200

770 6200 330

300 5550 300

6150

42505020
0

22
020

22
020

30
0

55
50

30
0

61
50

50 30
025

0

60
0

95
0

7150

24
0

3150

71
50

21
00

3150

八乙女県道88号線

Ｓ＝１／５０断面図

1.5％ 1.5％

均しコンクリート t=0～42mm

コンクリート舗装 t=50mm

側面図 Ｓ＝１／５０

水道管

側溝(A2側)

側溝

水道管

足場板

筋交い

Ｓ＝１／５０平面図

足場

足場板養生シート

敷板

建地

箕輪町 西開橋他3橋

令和2年度 社会資本整備総合交付金事業 橋梁補修工事
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フレキシブルチューブ

支持金具

Ｓ＝１／３０水抜き部

フレキシブルチューブ

(L=1.3m)

65
0

15
0

400

Ｓ＝１／５支持金具① 詳細図

2-ｱﾝｶｰ M6×30(SUS304)(芯棒打ち込み式)

1-固定ﾊﾞﾝﾄﾞ 25A(SUS304)

SUSﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞφ25

50 15

ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔(φ40×400㎜) ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔(φ40×400㎜)

床版防水詳細図 Ｓ＝１／４

(改質アスファルト仕様)

スプリングメッシュ φ18
導水パイプ

遮断シート

シール材

フレキシブルチューブ

水抜きパイプ

１ １

アスファルト舗装打替 t=50mm

シート系防水層

成形目地材
（幅15×厚さ5）

(25A×L)

スプリングメッシュ φ18
導水パイプ

フレキシブルチューブ

シール材

水抜きパイプ
(φ25×1.2×400)(SUS304)

(25A×1500)

１－１

φ18

5

1.
2 31

.6
1.

2

(φ34×1.2×400)(SUS304)


